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２
月
２６
日

（
日
）
１４
時
よ
り
、

電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
埼
玉
支

部

の
結
成
大
会
が
埼
玉
県
さ

い

た
ま
市
浦
和
区
の
コ
ラ
ボ

２
１

（
日
本
機
関
紙
協
会
埼
玉
県
本

部
会
議
室
）
に
お
い
て
開
か
れ

ま
し
た
。

電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ

ン
本
部

の
米
田
徳
治
中
央
執
行
委
員
長

を
．は
じ
め
、
来
賓
に
埼
玉
県
労

働
組
合
連
合
会

の
新
島
善
弘
議

長
、
日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員

会

の
柴
田
労
働
部
長
を
迎
え
、

会
場
１６
名
、
ォ
ン
ラ
イ

ン
８
名
、

計
２４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

埼
労
連
な
ど
か
ら

歓
迎
と
連
帯
あ
い
さ
つ

大
会
で
は
議
長
に
選
出
さ
れ

た
真
喜
志
晃
さ
ん
の
あ

い
さ

つ

の
後
、
米
田
委
員
長
か
ら

「雇

用
を
守
る
の
が
最
大

の
課
題
。

埼
玉
支
部

の
活
動
に
期
待
し
た

い
。
電
機

の
職
場
で
は
黒
字

の

中
で
も
常
時
リ

ス
ト
ラ
が
進
ん

で
い
る
。
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
の

報
告
ビ
ラ
は
昨
年
よ
り
２
割
か

ら
３
割
受
け
取
り
が
良

い
。

こ

の
物
価
高

の
中

で
労
働
者
は
賃

上
げ
に
期
待
し
て
い
る
」
な
ど

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
あ

い
さ

つ
で
は
、
新
島

議
長
か
ら
最
近

の
県
内

の
労
働

争
議
と
支
援

の
取
り
組
み
、
危

険
な
大
軍
拡

の
企
み
に
反
対
し

よ
う
と
の
話
が
あ
り
、

「電
機

・

情
報

ユ
ニ
オ
ン
埼
玉
支
部
は
１９

番
目
の
単
産
と
し
て
歓
迎
し
た

い
」
と
の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

柴
田
労
働
部
長
か
ら
は
、
県

内

の
政
治
情
勢
を
触
れ
た
後
、

派
遣
な
ど
非
正
規
労
働
者
が
増

え
て
い
る
中
で
電
機

・
情
報

ユ

ニ
オ
ン
の
よ
う
な
個
人
加
盟
労

組

の
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
労

働
問
題
で
は
連
携
し
て
い
き
た

い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
参
加

の
群
馬
支
部

の
平

井
盛
博
書
記
長
か
ら
は

「隣
県

の
支
部
で
あ
り
互
い
に
協
力
し

て
い
き
た

い
」
と
の
表
明
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

の

愛
知
支
部

の
成
木
彦
朗
委
員
長
、

神
奈
川
支
部

の
中
村
由
紀
子
委

員
長

（議
長
が
メ

ッ
セ
ー
ジ
代

読
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
埼
玉
支

部

へ
の
連
帯
と
激
励

の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

埼
玉
の
電
機
労
働
者
の

生
活
と
権
利
を
守
ろ
う

支
部
結
成
準
備
会
を
代
表
し

て
相
原
幸
雄
さ
ん
か
ら

「支
部

結
成
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、

１

年
か
け
て
１４
回
の
協
議
を
行

い
、

今

日
を
迎
え
た
」
と
の
経
過
報

告
。
続
け
て
、
組
合
規
約
、
埼

労
連
加
盟
申
請
を
含
め
た
活
動

方
針
、
予
算
、
役
員
体
制
に

つ

い
て
の
提
案
が
あ
り
、　
一
括
し

て
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
は
、
支
部
執
行
委
員

長
に
佐
野
武
志
さ
ん

（サ

ン
ケ

ン
電
気
出
身
）
、
支
部
書
記
長

に
相
原
幸
雄
さ
ん

（沖
電
気
出

身
）
、
支
部
執
行
委
員
に
真
喜

志
晃
さ
ん

（沖
電
気
出
身
）
と

山
縣
健
二
さ
ん

（パ
イ
オ

ニ
ア

出
身
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者

の
内
、
会
場

で
２
名
、
ォ
ン
ラ
イ
ン
で
１
名

の
方
が
加
入
申
込
書
に
署
名
し
、

新
た
に
埼
玉
支
部
所
属
の
組
合

員
と
な
り
ま
し
た
。

続

い
て
、
佐
野
支
部
委
員
長

が
新

任
あ

い
さ

つ
を
行

い
、

「
２
０
２
３
年
版
経
営
労
働
政

策
特
別
委
員
会
報
告
」

の
中
で

経
団
連
が

「連
合
」
に

つ
い
て

評
価
し
て
い
る
内
容
が
、
対
話

型

Ａ
Ｉ

「
チ
ャ
ツ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」

に

「御
用
組
合
と
は
何
か
」
と

質
問
し
て
得
た
答
え
と
重
な
る

と
述

べ
て
、
出
席
者

の
笑

い
を

誘
い
ま
し
た
。

最
後
に
佐
野
支
部
委
員
長

の

音
頭
で
元
気
よ
く

「団
結
ガ

ン

バ

ロ
ー
！
」
を
全
員

で
三
唱
し

て
、

「埼
玉
の
電
機
情
報
関
連

産
業
労
働
者

の
生
活
と
権
利
を

守
る
」
と
の
決
意
を
固
め
合

い

ま
し
た
。

（埼
玉
支
部
委
員
長

佐
野

武
志
）

電機・情報ユニオン埼玉支部を結成

2月 26日 (日 ) 埼玉支部結成大会

電機=情報巨ニオン

第 138号 の 紹 介

1面 電機・情報ユニオン埼玉支部を結成

2面 第57回組合員のつとい 東京支部

米田委員長メッセージ111

3面 第12回業界団体春闘要請行動

4面 交流のひろば、告知板、あとがき
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第
５７
口
組
合
員
の
つ
ご
い
を
開
催

東
京
支
部

東
京
支
部
」
は
、
２
月
１９
日

（
日
）
１４
時
～
１６
時
２０
分
、
第

５７
回
組
合
員
の
つ
ど
い
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
９
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

冒
頭
に
米
田
徳
治
委
員
長
は
、

巨
大
企
業

の
ア
ッ
プ
ル
ジ
ャ
パ

ン
と
の
団
交
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
で
解
雇

さ
れ
た
伊
草
さ
ん
の
復
職
に
む

け
て
の
団
交
、
三
菱
電
機
本
社

の
女
性
が
円
満
解
決
な
ど
に

つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

出
席
し
た
現
職
組
合
員
は
、

「
Ｈ
Ｙ
Ｓ
は
内
部
監
査
で
の
違

法
性
を
申
告
し
た
ら
、
組
合
副

参
事
か
ら
降
格
さ
せ
ら
れ
団
交

し
て
い
る
」

「
ル
ネ
サ

ス
の
再

雇
用
制
度
に
は
マ
ス
タ
ー
制
度

が
あ
り

一
般
社
員
と
の
格
差
が

あ
る
」

「イ
ジ
メ
な
ど
が
あ

っ

た
職
場
か
ら
転
職
し
た
ら
、
落

ち
着

い
て
働
け
て
い
る
」
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。

支
部
と
し
て
、
国
際
労
働
基

準
の
本
格
的
な
学
習
会
を
初
め

て
取
組
み
ま
し
た
。

米
田
委
員
長
が
レ
ジ
メ
と
豊

富
な
資
料
を
駆
使
し
て
講
演
を

行
い
、
参
加
者
全
員
で
確
認
し

な
が
ら
行
い
ま
し
た
。
国
連

の

グ

ロ
ー
バ
ル

・
コ
ン
パ
ク
ト
で

は

「人
権
尊
重
」
原
則
１

・
２

を
基
本
に
、
原
則
３
は
団
交
で

活
用
し
て
い
る
。
国
連

の

「
ビ

ジ
ネ

ス
と
人
権
に
関
す
る
指
導

原
則
」
で
は
、
国
際
的
に
認
め

ら
れ
た
人
権
侵
害
と
し
て

「賃

金
の
不
足

ｏ
未
払
、
生
活
賃
金
」

「過
剰

・
不
当
な
労
働
時
間
」

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

「強
制
的

な
労
働
」

「プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

権
利
」

「ジ

ェ
ン
ダ
ー

（性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
含
む
）
に
関

す
る
人
権
問
題
」

「サ
プ
ラ
イ

チ

エ
ー
ン
上
の
人
権
問
題
」
な

ど
２５
項
目
の
事
例
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

学
習
会
を
終
え
て
の
参
加
者

感
想
は
、

「学
習
会
で
は
Ｐ
Ｄ

Ｆ
を
見
て
い
た
の
で
、
紙
に
印

刷

し
て
再
勉
強
を

し
た

い
」

「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
中
核
的
労
働
基
準

（
５
分
野
１０
条
約
）
の
う
ち
、

日
本
が
批
准
し
て
い
な
い
の
が

多
く
あ
り
、
先
進
国
の
ビ
リ
が

分
か

っ
た
」

「責
任
あ
る
サ
プ

ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
等
に
お
け
る
人

権
尊
重

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
分

か
り
や
す

か

っ
た
」

「内
容
は
初
め
て
聞
い
た
が
、

最
後
の
ペ
ー
ジ

の
絵
柄
は
分
か

り
や
す
か

っ
た
」
な
ど
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

口
際
労
働
基
準
を
生
力‐
し
た
取
ιｌ
組
み
が
日
立
で
開
始
さ
れ
る

米
田
委
員
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
＝

電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
機
関

紙
２
０
２
３
年
新
年
号
で
紹
介

し
た

「国
連
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権

指
導
原
則
」
に
準
拠
し
た
苦
情

処
理
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
し
て
、
電

子
情
報
技
術
産
業
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ

Ｔ
Ａ
）
、
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権

ロ
イ

ヤ
ー
ズ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

（”
男

ｒ

”
ヨ
罵
鷹
）
等
で
設
立
し
た

「
ビ

ジ
ネ
ス
と
人
権
対
話
救
済
機
構
」

０
あ
男

ｏ
ジ

ェ
イ
サ
ー
）
の
活

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

活
用
に
取
り
組
ん
だ
の
は
６５

歳
か
ら
の
再
雇
用
を
求
め
て
た

た
か

つ
て
い
る
日
立
の
村
田
光

裕
さ
ん
で
す
。

発
足
し
た
ば
か
り
の
旨
圏
卿
に

は
現
在
１７
社
が
会
員
企
業
で
、

日
立
は
ま
だ
未
加
盟
で
す
。
し

か
し
、
苦
情
対
象
企
業
が
Ｆ
８
”

の
正
会
員
企
業
で
な
い
場
合
、

「Ｆ
８
”
か
ら
当
該
企
業
に
打
診

を
行

い
、
適
切
に
対
応
す
る
こ

と
を
要
請
」
す
る
こ
と
を
表
明

し
て
い
ま
す
。

今
、
電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン

は
活
動
の
中
心
に
、

「国
際
労

働
基
準
を
職
場
に
生
か
し
、
埋

め
込
も
う
」
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

村
田
さ
ん
は
、
同
じ
職
場
で

６５
歳
以
上
の
労
働
者
が
働
い
て

い
る
の
に
、

「自
分
は
働
く
こ

と
が
で
き
な
い
。
現
在
、

７０
歳

ま
で
雇
用
が
確
保
さ
れ
る
高
齢

法
が
改
正
さ
れ
な
が
ら
、
日
立

は
守

つ
て
い
な

い
。
自
ら

の
要

求
で
あ
る

『
６５
歳
以
上

の
再
雇

用
』
は
、

『
国
際
的
に
認
め
ら

れ
た
人
権
』
が
侵
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
を
、
Ｆ
８
”
に
苦
情

処
理
と
し
て
訴
え
ま
し
た
。

村
田
さ
ん
は
、
日
立
が
明
ら

か
に
し
て
い
る
行
動
規
範

・
国

際
労
働
基
準
に
沿

っ
て
是
正
と

救
済
を
求
め
て
い
ま
す
。

「
お
男
は
、
村
田
さ
ん
の
人
権

侵
害
苦
情
を
受
け
付
け
、

「
日

立
に
要
請
し
た
こ
と
」
を
本
人

に
通
知
し
、
旨
８
卿
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

の

「苦
情
処
理
案
件
リ
ス
ト

（グ
リ
ー
ン
バ
ン
ス
リ
ス
ト
）
」

に
掲
載
し
ま
し
た
。

村
田
さ
ん
は
、

こ
う
し
た
取

り
組
み
を
地
域
の
み
な
さ
ん
に

も
知
ら
せ
よ
う
と
、
３
月
４
日

に
は
、
国
際
労
働
基
準

の
学
習

と
取
り
組
み
の
現
況
を
報
告
す

る

「村
田
さ
ん
を
支
援
す
る
会
」

に

取

り

組

ん

で

い
ま
す
。

11月 から取り組んできました冬季活動募金

に、95人の方々から47万 9430円 のご協

力をいただきました。

たいへんありがとうございました。

冬

あ

季

＝

活動募金へのご協カ
●lこ うございきした


